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平成１９年度事業報告



少

「

きょうと食育ネットワークの取組状況（平成１９年度）

"」

結成曰：平成１９年６月ＧＢ

会員数：８４団体（Ｈ20.5現在）

２普及・啓発事業

◆１１月を「きょうと食實強化月間」と定め、「朝ごはんを食べよう」を統一テー

マとした。朝ごはんについてのＨＰ、チラシを作成。

……………響

◆イベント出展による啓発（ネットワーク会員団体の連携）

あけぼのフェスティバル、農林水産フェスティバル

情報の収集及び情報提供

◆ネットワーク用ＨＰを開設し、会員からのお知らせ等を掲載。京都府発行のメル

マガ（隔週発行）にネットワークからの情報を掲載。

◆食盲支援活動などを記載した、会員間で情報が共有できる会報誌「きょうと食育

ネットワーク通信」を作成・配布。

４－食育事例の紹介及び取組の拡大

◆Ｈ１９．１２に「きょうと食育事例集」を作成、農林水産フェスティバルで配布。

５７事例を掲載。

◆農林水産フェスティバルにおいて、「きょうと食育事例発表会」を開催（２事例)。



氏

５総会等の開催

（１）結成総会

◆曰時平成１９年６月６曰（水曜曰）１４時～１６時

◆場所京都府公館レセプションホール（京都市上京区烏丸通一条下る）

◆内容あいさつ令里同志社大学大学院教授（結成発起人代表）

小石原京都府副知事（結成発起人）

結成議案の審議規約、役員、事業計画

◆併催行事

・食育話題提供

講師：大谷貴美子氏（京都府立大学教授）

・会員交流会（取組事例の発表）

発表団体：京都府食生活改善推進員連絡協議会、食實キャラバン隊

（２）役員会、幹事会

◆平成１９年９月７曰（幹事会）

○幹事長選出（富田幹事長（京都府立大学助教）

○マスコットキャラクター・標語の選者

○強化月間の取組について

・シンポジウム

・各会員主催のイベント

・京都府農林水産フェスティバルへの出展

○京都府食育推進行動計画の点検依頼など

○福岡食育祭について

◆平成１９年９月１４曰（役員会）

○９月７曰幹事会の概要報告

○福岡食育祭の紹介

◆平成２０年３月２７曰（幹事会）

○１９年度京都府食育推進行動計画の実施状況について

○１９年度の取組について

○通常総会の開催について

○２０年度事業計画について

◆平成２０年４月２５曰（役員会）

○ｓ目２７曰幹事会の概要報告
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きょうと食育シンポジウム概要

１日時平成１９年１１月１７日（土）１３：３０～１６：３０

２場所ハートピア京都大会議室

３目的府民運動として食育を推進するため、食育に取り組む団体の代表等が、事例も交え

ながら、京都の食育の目指す方向について議論を行い、府民へ食育の必要性等の浸

透を図る゜

４参加者数約１７０人

５協賛企業･団体大阪ガス(株)、関西電力(株)、（社)京都府医師会、（社)京都府歯科医師会、

（社)京都府茶業会議所、ＪA京都中央会、（社)京のふるさと産品協会

６内容

○基調講演テーマ：大切！子どもへの食育～大学生の食生活実態から～

◆譜師：友藤弘子氏（NPO法人地域に根ざした食・農の再生ﾌｫｰﾗﾑ理事）

・下宿生だけでなく、自宅生も、食について自立できず、食生活が乱れている。

・情報提供や提案などの継続した取組や、学生が参画できる取組が大切である。

・大学生の食生活は子ども時代の食習慣がそのまま現れるので、子ども時代の食育が重要で

ある。

・学校教育だけが食育の場でなく、家庭教育での食育、社会教育での食育が重要である。

・家庭での食育のためには親も変わらないといけない。

・食生活にあまり興味がない人に対して、自身の食生活の問題に気づかせ、具体的な対策を

一緒に考えるというアプローチが大切だと思う。

○表彰

◆食育マスコットデザイン入賞作品

◆食育マスコット愛称入賞作品「なす坊」

◆食育標語入賞作品「おはようのキミの笑顔と 朝ごはん」

○パネルディスカッションテーマ：子どもへの食育を考える

【パネリストによる報告】

◆十川洋美氏（JA京都中央会専務理事）

・日本の食料自給率の低さなど食料に関する問題や、国内農業の現状、農業の多面的機能

についても、食育を考える上で再確認することが必要である。

．食べ残しなど、食を大切にしないという問題は、生産の過程や生産者の顔が見えないな

ど、食（消費）と農（生産）の隔たりが原因であり、子ども達に農業や食べ物の大切さ

を理解してもらうことが必要である。

・地産地消が進むことで、子ども達が地元の産物を理解することに結びつけばと考える

.ＪＡでは食農教育として、地域や学校、家庭に農業体験や地産地消の取組などを行おう

としている。

◆中村節子氏（京都府教育庁保健体育課指導主事）

・食に関する学習は、様々な教科や学級活動、総合的な学習の時間などの中で取り扱われ
ている。

・学校給食実施校では、給食の時間が食育の大切な時間であり、地場産物や郷土食を献立

に取り入れるなど、学校給食の内容の充実を図っている。

・学校で学んだことを家庭や地域で実践し、習慣化していくことが重要で、そのために学
校と家庭が一緒になって取り組んでいくことが重要だと考える。










